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こんにちは、院長の高橋淳一です。     

『１月は行く、２月は逃げる、３月は去る』と言うように、この時期は毎日が特に早く感じませ

んか？   また、少しずつ感じる“春の気配”が嬉しい時期でもありますよね。     

  

ところで、皆さんは『春』の語源をご存知ですか？   春は「入学式」や「入社式」など、新しい

門出の季節といった印象がありますが、その語源は諸説あり、例えば「草木の芽が“張（は）る”

季節」からきているという説や「田畑を“墾る（はる）”」からきているといった説、「気候の“晴

る（はる）”」が転じたという説など様々あるようです。   どれも春によく見られる光景ですよね。     

   また、“春の光景”を表現する言葉もなかなか面白いもので、例えば「長閑（のどか）」という言

葉はよく日常的に使われますが、本来は「春ののんびりとした平和な気分」を表している言葉にな

るそうです。     

  

      その他にも「仄々（ほのぼの）」「麗か（うららか）」「山笑う（やまわら  

   う）」など、“春を表現した言葉”は様々ありますが、こうしてみると、ど  

   の言葉にも冬の厳しさを超えた暖かで微笑ましい要素が含まれており、昔  

   の人たちは春をいかに愛していたのかを伺い知ることができますね。     

      それでは、まだ少し肌寒い時期でもありますので、風邪など引かぬよう  

   お過ごし下さい。  

                                                                                                            院長   高橋淳一  


